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1 永井（2020）では特に Shealy（2016a）所収の“BELIEFS, NEEDS, AND SELF: THREE COMPONENTS OF THE 
EI MODEL”という論考にもとづき、解説を行っている。 
2 本稿タイトルにあるローマ数字から明らかにように、本稿は永井（2019b, 2020）の続きという位置づけであ
り、用語の使い方や議論の進め方はそれらにもとづく。執筆にあたっては、Shealy（2016a）所収の“THE EI SELF: 
REAL WORLD IMPLICATIONS AND APPLICATIONS OF EI THEORY”（仮訳: 『EI自己: EI理論の現実世界へ
の示唆と応用』）という論文を基礎的文献として参照した。 
3 形成変数という言葉が分かりづらければ、環境変数（要因）と考えても良い。 
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いる。（社会）構成主義については、上野（2001）、杉万（2005）、Gergen （1999）、Gergen & Gergen（2004）
などを参照されたい。 






プロセスは、レベル Iと IIの POEsの結果として「信念」、「価値観」、「スキーマ的態度」、
「世界観」が殻自己内に確立するプロセスを捉えたものである15。	  


















                                                
14 しかし Shealy（2016b, p.104）が指摘するように、教育の主要な目的の一つは、まさにこのような、自らや
他者、世界についての信念や価値観について内省を促すことであろう。 










18 この概念は Shealy（2016b）において詳細な解説は与えられていないが、Shealy（私信 2020年 9月 17日）
によると、人間のはたらき（なぜそうするのか）を理解するには、ある程度遺伝的影響を考慮しなければなら
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19 永井（2020）でも解説をしているが、中心欲求は食欲（Appetitive Needs）、愛着欲求（Attachment Needs）、
感情欲求（Affective Needs）、承認欲求（Acknowledgment Needs）、活性化欲求（Activation Needs）、所属欲求
（Affiliative Needs）、実現欲求（Actualizing Needs）、調和欲求（Attunement Needs）、意識欲求（Awareness Needs）
の 7つのレベルを持ち、連続体を成す。 
20 やや紛らわしい箇所であるため、念のために原文も紹介する: “identity, as the self’s narrative about itself, may 
productively be understood as a representation of the individual’s beliefs about self to self, others, and the larger world, 
which manifests at any moment in time as the most recent culmination of a complex interaction between core needs, 







































                                                
22 この意味でも、近年注目されているオンライン国際協働学習（Collaborative Online International Learning: COIL）
（池田, 2019）は協働学習が前面に打ち出されており、興味深い。また、実際にCOILとBEVIについてのプ
ロジェクトも進行中である（http://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/IIGE/resources/BEVI-COIL.php）。 

































                                                
23 変容的学習とは「批判的な振り返りを通じ、ものの見方・感じ方・行為の仕方の習慣的な枠組みである準
拠枠（frame of reference）を変えていくような学習」（常葉-布施, 2004, p.87）を指す。 
24 例えば多田（2017）はグローバル時代の教育として、対話型授業の重要性を議論しており、参考になる。 
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